
■ 会長／大川原利信
■ 幹事／横田　三郎
■ クラブ広報・会報委員長／村上　秀元

◎結婚
　挽野　喜孝さん（3月14日）・古山　英夫さん（3月17日）
　森合　三郎さん（3月11日）  ・日野　　敬さん（3月6日）
　大川原利信さん（3月16日）
◎誕生
　矢吹　智喜さん（3月12日）

3月結婚記念日・誕生祝い
根本　克則　親睦活動委員長

32 H27.3.3（火）

■ 開会点鐘　■ 君が代斉唱
■ ロータリーソング「奉仕の理想」斉唱　■ 四つのテスト唱和

第32回（通算1358回）例会

会長あいさつ

　1ヶ月ぶりに通常例会の会場
に戻ってまいりました。先日の
IMへの多数のご参加ありがと
うございました。溝井宇一さん
には代表で発表していただきま
してありがとうございました。

幹事報告
　郡山アーバンRCのかたつむりアート展のチラシを回
覧します。
例会変更
◎3/10(火)郡山東RC→6：30PM～
　富岡RCとの合同例会　ビューホテル
◎3/10(火)郡山コスモスRC→3/14(土)9：00AM～
　いこいの森　植樹祭　三穂田町下守屋

大川原　利信　会長

横田　三郎　幹事

新会員卓話
土屋　久美子 さん
　皆さんこんにちは。今日は事
情により遅れて来ましてご迷惑
をおかけいたしました。昨年9月
のガバナー公式訪問という記念
すべき日に入会させていただい
てから早いもので約半年が経ち
ましたが、まだ戸惑いながら例会

に出席させていただいている状態です。先月の新会員卓
話では伊庭さんが堂々たるお姿で話されました。伊庭さん
のお話を聞きまして、私の幼少時代ととても似通っていると
思って驚きました。私は旧田村郡常葉町に生まれました。
「かぶとむし王国」と言ったほうが耳なじみかもしれません。
のんびりした空気がきれいな自然豊かな、葉タバコと稲作と
少しの養蚕をする農家に、兄3人の4番目として生まれ、7人
家族の中で育ちました。夏には山でセミやカブトムシを追い
かけ、秋にはキノコ採り、春には畑での麦踏み、日照りの時
は葉タバコへの水やり、夏には伊庭さんと同じく「葉タバコは
さみ」の作業などの家の手伝いをし、兄たちと一緒に小川
でドジョウやフナを捕まえ、自然の中を駆け回って過ごしてお
りました。近所の子供達と家の前で石けりや陣取りなどをし
て遊びながらも、ご飯炊きや風呂焚きなど家の手伝いをして
いました。問題は遊び相手が兄3人と近所の男の子だった
ことで、男の子の遊びばかりでした。先月、女の子の初孫が
生まれたのですが、将来「おばあちゃん、お手玉やって」な
んて言われたらどうしようかと、今からひやひやしております。
　中・高時代は自転車で通学しました。家が山でしたから
朝は下りですが帰りはずっと立ちこぎで、この6年間は私に
立派な太ももを与えてくれました。現代の女性のすらりとした
足をとてもうらやましく思います。顔は日焼けし、性格は良く
言えばボーイッシュで、かよわい女の子を見るとつい守って
あげたいと思うようになり、その傾向が今でも続いております。
そんな色気も素っ気もない私ですが、約40年前に東京で夫
（土屋繁之さん／郡山コスモスＲＣ会員）と出会いました。
夫は「犬が棒に当たった」と言っておりますが、結婚して夫
の実家の郡山にまいりました。夫はまだ研修医の身分でし
たので家に帰らないことが多く、10年ほどは夫の両親、妹・

弟夫婦、甥・姪の大家族の中で暮らしました。
　義父（故土屋繁一パストガバナー）は郡山南ＲＣ会員で、
他にもいろいろなことをやっていたため人の出入りが多く、
ほとんど母子家庭の状態でしたが寂しいと思う時間はあり
ませんでした。妹や弟夫婦といつも一緒に行動していて、兄
弟の仲が良いのでずいぶん助けてもらいました。義父はと
てもエネルギッシュな人で、お酒もゴルフも大好きでした。義
母と二人で毎週末にはゴルフに出かけていましたので、嫁
いで最初の仕事は白金カイロを準備することでした。土地
勘のない郡山でしたが、街に飲みに行った義父からよく呼
び出しがかかりました。義父は何に対しても一生懸命で、あ
いまいなことが嫌いで、疑問なことがあると食事中でも調べ
に立つほど勉強熱心な人でした。ロータリーにはファイヤー
サイドミーティングという家庭での会合があり、会員の方が
家においでになることも多くありました。当時の郡山南ＲＣで
は国際奉仕の交換留学生の事業を盛んに行っており、受
け入れの最初と最後はいつも我が家と決まっておりました。
対外的なことは義母が受け持っておりましたが、家の中のこ
とは私が担当となっておりました。これまでフィリピン、カナダ、
アメリカ、メキシコなどの国の学生を7人ほど預かりました。私
は英語ができませんので身振り手振りでなんとか伝えました。
私達が当たり前だと思ってやっていることが、彼らにとっては
日本の良さや生活の違いを教えることになっていたようで、
私自身もたくさんのことを学ばせていただきました。子供も小
さくて大変でしたが、子供達にとっては大変良い経験となっ
たこととうれしく思っております。
　義父がガバナーになる前にＧＳＥ（グループ研修交換）で
アメリカに行くこととなり、70才代でも英語の勉強のために英
会話学校に通ったことには本当に感心しました。アメリカに
渡った義父はジャンクフードに馴染めず、10キロもダイエット
に成功して帰ってきました。その後に受け入れたアメリカや
フィリピンのＧＳＥの方々からとても刺激を受けました。義父が
夢中になったロータリーとは、いったい何だったのだろうかと
思います。人と人との枠を超えたつながり、良い出会いであ
ったのではないかと私は思います。
　今日の卓話という機会をいただきまして改めて振り返って
みたわけですが、社会とあまりつながりのないところにいた
私が多くの経験をすることができ、また多くの人 と々出会うこ
とができたのも、実は義父のお陰であり、ロータリアンの方々
とのつながりだったのではないかと改めて気付かされました。

郡山安積ＲＣに入会させていただいたことも伊野さんと義
父との出会いによって導かれたものと思います。今の私を見
て一番驚いているのは実は義父だったのではないかと思
います。どんな顔で見ているのかとても心配ですが、皆様か
ら「みんな同じだから楽しくやりましょう」などの温かい励まし
の言葉をいただいて心から感謝しております。これからも人
との良い出会いを大切にして、多くのことを学べましたらと思
っております。皆様とともに有意義な時間を多く共有できるこ
とを願っております。まだまだ未熟ですのでこれからもどうぞ
よろしくお願いいたします。
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国際ロータリーテーマ



Itoshiho
伊藤司法事務所

司法書士　伊藤　幸夫
〒969-0105 福島県西白河郡泉崎村大字踏瀬字赤沢山4番地20

TEL.0248-21-8003  FAX.0248-21-8003

会員数
33名

出席者数
25名

欠席者数
8名

出席率
75.76％

前回修正率
100.00％

前々回修正率
100.00％

■ 出席報告　　遠藤　道行　出席・スマイルＢＯＸ委員長

  ロータリー財団委員会報告　古山　英夫　国際奉仕委員長
◎矢吹　智喜さん（孫のひなまつりを記念して。）
◎大川原　利信さん（会員卓話楽しみにしています。）
◎伊野　勝彦さん（会員卓話楽しみに。）
◎小野塚　昇一さん（卓話楽しみにしています。）
◎川名　修一さん（土屋さんの卓話楽しみです。）
◎慶徳　孝一さん（卓話楽しみに。）
◎小橋　達夫さん（土屋さんの卓話を楽しみにしています。）
◎古山　英夫さん（土屋さんの卓話楽しみにしています。）
◎根本　克則さん（卓話楽しみにしています。）
◎挽野　喜孝さん（卓話楽しみに。）
◎増渕　幸三さん（卓話楽しみです。）
◎溝井　宇一さん（土屋さんの卓話を楽しみにして！）
◎村上　秀元さん（卓話楽しみにしています。）
◎森合　三郎さん（卓話楽しみにしています。）
◎横田　三郎さん（土屋さんの卓話楽しみにしています。）

  米山記念奨学会委員会報告　根本　克則　米山記念奨学会副委員長
◎矢吹　智喜さん（ひなまつり）
◎高縁　勝一さん（土屋久美子さんのお話を楽しみにしてます！）
◎横田　三郎さん（卓話を楽しみにしています。）
　大川原利信さん・慶徳　孝一さん・高橋　美希さん
　石塚　征夫さん・根本　克則さん

  スマイルＢＯＸ委員会報告　遠藤　道行　出席・スマイルＢＯＸ委員長
◎小橋　達夫さん（先日は記念品ありがとうございました。）
◎村上　秀元さん（会員卓話楽しみです。）
　伊藤　重幸さん・矢吹　智喜さん・伊庭　正寿さん
　挽野　喜孝さん・根本　良一さん・三瓶　徳道さん
　小野塚昇一さん・遠藤　道行さん

ー閉会点鐘

　皆さんこんにちは。今日は事
情により遅れて来ましてご迷惑
をおかけいたしました。昨年9月
のガバナー公式訪問という記念
すべき日に入会させていただい
てから早いもので約半年が経ち
ましたが、まだ戸惑いながら例会

に出席させていただいている状態です。先月の新会員卓
話では伊庭さんが堂々たるお姿で話されました。伊庭さん
のお話を聞きまして、私の幼少時代ととても似通っていると
思って驚きました。私は旧田村郡常葉町に生まれました。
「かぶとむし王国」と言ったほうが耳なじみかもしれません。
のんびりした空気がきれいな自然豊かな、葉タバコと稲作と
少しの養蚕をする農家に、兄3人の4番目として生まれ、7人
家族の中で育ちました。夏には山でセミやカブトムシを追い
かけ、秋にはキノコ採り、春には畑での麦踏み、日照りの時
は葉タバコへの水やり、夏には伊庭さんと同じく「葉タバコは
さみ」の作業などの家の手伝いをし、兄たちと一緒に小川
でドジョウやフナを捕まえ、自然の中を駆け回って過ごしてお
りました。近所の子供達と家の前で石けりや陣取りなどをし
て遊びながらも、ご飯炊きや風呂焚きなど家の手伝いをして
いました。問題は遊び相手が兄3人と近所の男の子だった
ことで、男の子の遊びばかりでした。先月、女の子の初孫が
生まれたのですが、将来「おばあちゃん、お手玉やって」な
んて言われたらどうしようかと、今からひやひやしております。
　中・高時代は自転車で通学しました。家が山でしたから
朝は下りですが帰りはずっと立ちこぎで、この6年間は私に
立派な太ももを与えてくれました。現代の女性のすらりとした
足をとてもうらやましく思います。顔は日焼けし、性格は良く
言えばボーイッシュで、かよわい女の子を見るとつい守って
あげたいと思うようになり、その傾向が今でも続いております。
そんな色気も素っ気もない私ですが、約40年前に東京で夫
（土屋繁之さん／郡山コスモスＲＣ会員）と出会いました。
夫は「犬が棒に当たった」と言っておりますが、結婚して夫
の実家の郡山にまいりました。夫はまだ研修医の身分でし
たので家に帰らないことが多く、10年ほどは夫の両親、妹・

弟夫婦、甥・姪の大家族の中で暮らしました。
　義父（故土屋繁一パストガバナー）は郡山南ＲＣ会員で、
他にもいろいろなことをやっていたため人の出入りが多く、
ほとんど母子家庭の状態でしたが寂しいと思う時間はあり
ませんでした。妹や弟夫婦といつも一緒に行動していて、兄
弟の仲が良いのでずいぶん助けてもらいました。義父はと
てもエネルギッシュな人で、お酒もゴルフも大好きでした。義
母と二人で毎週末にはゴルフに出かけていましたので、嫁
いで最初の仕事は白金カイロを準備することでした。土地
勘のない郡山でしたが、街に飲みに行った義父からよく呼
び出しがかかりました。義父は何に対しても一生懸命で、あ
いまいなことが嫌いで、疑問なことがあると食事中でも調べ
に立つほど勉強熱心な人でした。ロータリーにはファイヤー
サイドミーティングという家庭での会合があり、会員の方が
家においでになることも多くありました。当時の郡山南ＲＣで
は国際奉仕の交換留学生の事業を盛んに行っており、受
け入れの最初と最後はいつも我が家と決まっておりました。
対外的なことは義母が受け持っておりましたが、家の中のこ
とは私が担当となっておりました。これまでフィリピン、カナダ、
アメリカ、メキシコなどの国の学生を7人ほど預かりました。私
は英語ができませんので身振り手振りでなんとか伝えました。
私達が当たり前だと思ってやっていることが、彼らにとっては
日本の良さや生活の違いを教えることになっていたようで、
私自身もたくさんのことを学ばせていただきました。子供も小
さくて大変でしたが、子供達にとっては大変良い経験となっ
たこととうれしく思っております。
　義父がガバナーになる前にＧＳＥ（グループ研修交換）で
アメリカに行くこととなり、70才代でも英語の勉強のために英
会話学校に通ったことには本当に感心しました。アメリカに
渡った義父はジャンクフードに馴染めず、10キロもダイエット
に成功して帰ってきました。その後に受け入れたアメリカや
フィリピンのＧＳＥの方々からとても刺激を受けました。義父が
夢中になったロータリーとは、いったい何だったのだろうかと
思います。人と人との枠を超えたつながり、良い出会いであ
ったのではないかと私は思います。
　今日の卓話という機会をいただきまして改めて振り返って
みたわけですが、社会とあまりつながりのないところにいた
私が多くの経験をすることができ、また多くの人 と々出会うこ
とができたのも、実は義父のお陰であり、ロータリアンの方々
とのつながりだったのではないかと改めて気付かされました。

郡山安積ＲＣに入会させていただいたことも伊野さんと義
父との出会いによって導かれたものと思います。今の私を見
て一番驚いているのは実は義父だったのではないかと思
います。どんな顔で見ているのかとても心配ですが、皆様か
ら「みんな同じだから楽しくやりましょう」などの温かい励まし
の言葉をいただいて心から感謝しております。これからも人
との良い出会いを大切にして、多くのことを学べましたらと思
っております。皆様とともに有意義な時間を多く共有できるこ
とを願っております。まだまだ未熟ですのでこれからもどうぞ
よろしくお願いいたします。


